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日本放送協会 理事会議事録 

               （平成２７年 ３月 ３日開催分） 

  

平成２７年 ３月２０日（金）公表 

 

＜会 議 の 名 称＞ 

理 事 会 

 

＜会  議  日  時＞ 

 平成２７年 ３月 ３日（火） 午前９時００分～９時４５分 

 

＜出   席   者＞ 

籾井会長、堂元副会長、塚田専務理事、吉国専務理事、石田専務理事、 

板野専務理事、木田理事、福井理事、下川理事、森永理事、井上理事、 

浜田技師長 

上田監査委員 

 

＜場         所＞ 

放送センター 役員会議室 

 

＜議        事＞ 

 籾井会長が開会を宣言し、議事に入った。 

 

付議事項 

 

１ 審議事項 

（１）第１２３２回経営委員会付議事項について 

（２）放送法改正に伴う定款の一部変更について 

（３）新放送会館の用地取得について 

（４）国際放送番組審議会委員の委嘱について 

 

２ 報告事項 
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（１）考査報告 

（２）平成２７年度各地方向け地域放送番組編集計画および編成計画に

ついて 

（３）放送番組審議会議事録（資料） 

 

議事経過 

 

１ 審議事項 

（１）第１２３２回経営委員会付議事項について 

（経営企画局） 

３月１０日に開催される第１２３２回経営委員会に付議する事項につ

いて、審議をお願いします。 

 付議事項は、議決事項として「放送法改正に伴う定款の一部変更につ

いて」、「新放送会館の用地取得について」、および「国際放送番組審

議会委員の委嘱について」です。また、報告事項として「平成２７年度

インターネットサービス実施計画について」と「平成２７年度各地方向

け地域放送番組編集計画および編成計画について」です。さらに、その

他の事項として「平成２７年度営業目標値・営業経費計画値について」

と「平成２７年春季交渉について」です。 

 

（会 長）  原案どおり決定します。 

 

（２）放送法改正に伴う定款の一部変更について 

（経営企画局） 

平成２６年６月２０日に成立した「放送法及び電波法の一部を改正す

る法律」により、放送法のＮＨＫに関係する規定が改正されたことに伴

い、「日本放送協会定款」の一部を変更したいので、審議をお願いします。 

 ＮＨＫに関係する規定改正のうち、外国人向けテレビ国際放送の国内

放送事業者への提供をＮＨＫの任意業務とする部分と、テレビ国際放送

の開始、休止および廃止の手続きを緩和する部分については、公布日の

２６年６月２７日から施行されており、これらに関連する定款は、２６

年７月８日の経営委員会の議決後、総務大臣の認可を経て、すでに変更

しています。 



 
3 

今回は、その残りとなるインターネット活用業務に関する部分と、経

営委員会の議決事項に関する部分が、関連する省令の改正とともに２７

年４月１日から施行されるのに合わせて、内容を定款に反映させる所要

の整備を行うものです。 

 変更の内容について、説明します。 

 定款の第４条は、ＮＨＫの業務について定めた規定です。第２項では、

インターネット活用業務に関する規定を、法律の業務規定の文言に合わ

せます。第６項は、インターネット活用業務の実施基準で定めるべき事

項が法定されたため、その内容を定款に反映させます。 

第１３条は、経営委員会の権限を定めている条文です。放送法改正に

よって、ラジオ国際放送の開始・休止・廃止と、インターネット実施基

準が議決事項に加わったことを反映させます。 

第７９条は、区分経理に関する規定です。放送法改正後のインターネ

ット活用業務のうち、有料で行う部分を「放送番組等有料配信業務」と

して他と区分することが定められたことに合わせ、第２項と第３項を変

更しています。 

本件が了承されれば、３月１０日開催の第１２３２回経営委員会に諮

り、議決が得られれば、総務大臣に認可を申請します。 

 

（会 長）  原案どおり了承し、次回の経営委員会に諮ります。 

 

（３）新放送会館の用地取得について 

（経理局） 

佐賀放送会館は、築後４７年が経過し、老朽化・狭あい化が進んでい

ることなどから、新放送会館の用地について、平成２３年７月に、ＮＨ

Ｋ、佐賀県、佐賀市、財団法人佐賀商工会館の４者で、旧佐賀商工会館

跡地取得等に向けた基本合意書を結び、これまで協議・検討を重ねてき

ました。このたび、佐賀市および土地所有者である佐賀市土地開発公社

と条件の合意に達しましたので、当該用地の取得について審議をお願い

します。 

取得予定地は、佐賀市松原の敷地面積３,７１５.０５㎡の商業地域で、

建ぺい率８０％、容積率約４８０％です。佐賀駅からは１.６ｋｍ程度に

ある佐賀市中心の市街地に位置し、商業施設や官公庁にも徒歩圏内で、



 
4 

利便性に優れた地域です。 

契約先は佐賀市土地開発公社で、契約額は４億８,５００万円です。契

約日は３月１１日、支払・受渡日は３月２０日の予定です。今後のスケ

ジュールについては、２７・２８年度に基本設計・実施設計を行い、２

９年度上期に建物着工、３０年度下期に建物完成、３１年度上期に運用

開始を予定しています。 

 本件が了承されれば、３月１０日開催の第１２３２回経営委員会に諮

ります。 

 

（会 長）  現在の佐賀放送会館の跡地は、どうなるのですか。 

（経理局）  ４者の基本合意書に基づき、新放送会館の運用開始後に、

公園事業整備のために佐賀県への売却に向けた協議・検討

を行っていく予定です。 

（会 長）  原案どおり了承し、次回の経営委員会に諮ります。 

 

（４）国際放送番組審議会委員の委嘱について 

（板野専務理事） 

国際放送番組審議会委員の委嘱について、審議をお願いします。 

梅若猶彦氏（能楽師）に、平成２７年４月１日付で再委嘱したいと思

います。 

本件が了承されれば、３月１０日開催の第１２３２回経営委員会に諮

ります。 

 

（会 長）  原案どおり了承し、次回の経営委員会に諮ります。 

 

２ 報告事項 

（１）考査報告 

（考査室） 

平成２７年１月１９日から２月１７日までの間に放送した、ニュース

と番組について考査した内容を報告します。 

この期間に、国内放送番組では、ニュース２１項目、番組５２本の考

査を実施しました。 

 ニュースの主な項目としては、「過激派組織ＩＳ・イスラミックステー
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ト」（以下、「ＩＳ」）が拘束していた日本人ジャーナリストの後藤健二さ

んを殺害したとする動画をインターネット上に投稿したこと、ＩＳに対

する戦いで、米国では地上部隊の限定的投入の承認を求める決議案を議

会に送る一方、エジプトではリビアのＩＳ拠点への空爆を開始して戦闘

地域が拡大したこと、和歌山県で小学５年生の男児が刃物で刺されて殺

害された事件で、警察は現場近くに住む２２歳の無職の男を殺人容疑で

逮捕したことなどがありました。 

 番組では、ＩＳの実態に周辺地域への取材や入手映像で迫った、ＮＨ

Ｋスペシャル「追跡『イスラム国』」（２月１日放送）、介護が必要な高齢

者が増え、施設が不足する中、老人ホームとしての届け出がされていな

い「無届け介護ハウス」が急増している実態に迫った、クローズアップ

現代「“無届け介護ハウス”急増の背景に何が」（１月２０日放送）、限界

集落といわれる村の人々が、経営コンサルタントとともに農業で村を再

建しようと奮闘した３年間を描く、土曜ドラマ「限界集落株式会社」の

第１・２回（１月３１日、２月７日放送）などの番組を考査しました。 

 また、国際放送では、外国人向けテレビ国際放送「ＮＨＫワールドＴ

Ｖ」の「ＮＥＷＳＬＩＮＥ」４項目と番組１本の考査を実施しました。

考査したのは、ＩＳが拘束していた日本人ジャーナリストの後藤健二さ

んを殺害したとする動画がインターネット上に投稿されたことや、それ

を受けて安倍首相がテロに屈しない姿勢を強調したことなどを伝えた

「ＮＥＷＳＬＩＮＥ」（日本時間１月２７日放送分ほか）や、世界をリー

ドする日本企業の技術がどう開発されたかを海外に伝える番組で、世界

最速を実現したエレベーターを取り上げた、Ｊ・ＴＥＣＨ Ｉｎｎｏｖ

ａｔｉｏｎ ＆ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ「Ｒｅａｃｈｉｎｇ ｆｏｒ ｔｈ

ｅ Ｓｋｙ／Ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ’ｓ Ｆａｓｔｅｓｔ Ｅｌｅｖａｔ

ｏｒｓ」（日本時間１月２５日放送）です。 

考査の結果、これらの一連のニュース・番組は、放送法、国内番組基

準、国際番組基準等に照らし、妥当であったと判断します。 

 

（２）平成２７年度各地方向け地域放送番組編集計画および編成計画に

ついて 

（編成局） 

「平成２７年度各地方向け地域放送番組編集計画」（以下、「編集計
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画」）と「平成２７年度各地方向け地域放送番組編成計画」（以下、「編成

計画」）について報告します。 

編集計画は、２７年１月１５日の第１２２８回経営委員会で議決を得

た「平成２７年度国内放送番組編集の基本計画」を基に、地域放送番組

編集にあたっての基本となる考え方や方針を地域ブロックごとにまとめ

たものです。２月の各地方放送番組審議会に諮問し、可とする旨の答申

を受けています。 

編成計画は、その基本方針に基づいた各地域放送の具体的な編成や個

別の番組名、放送時間のほか、インターネットやデータ放送などのサー

ビスの概要についてまとめたものです。２月２７日の放送総局編集会議

での審議を経て決定しました。 

２７年度の編集計画は、各地域とも共通して、「命と暮らしを守る正確

で迅速な報道に取り組むこと」、「地域社会が直面する課題と向き合って

いくこと」、「地域の豊かな自然や文化などを全国に向けて発信し、地域

の活性化に貢献していくこと」、「正確・迅速、公平・公正な選挙報道」

などについて、記載しています。 

地域ごとに編集計画および編成計画のポイントを説明します。 

関東甲信越地方は、安全・安心に役立つ情報を正確かつ迅速に発信す

るほか、地域社会の抱える課題を多角的に掘り下げ、視聴者の関心に応

えていきます。また、地域の魅力・情報を全国に発信していきます。午

前１１時台の情報番組で、甲府放送局と水戸放送局の県域放送枠を短縮

する一方で、ラジオ放送の機能強化を図ります。 

 近畿地方は、南海トラフ巨大地震や首都直下地震などの大規模災害に

備え、本部のバックアップ機能の強化に引き続き取り組みます。また、

関西固有の魅力や各界で活躍する人々の話題を全国・世界へ発信し、多

種多様な番組を通して地域の活性化に貢献していきます。午後６時台の

ニュース情報番組の構成を見直し、前半を大阪放送局からのブロック放

送とし、後半を各放送局からの県域放送とします。また、ＦＭ放送では、

和歌山放送局が防災に関わる取り組みを紹介する番組を新設し、月１回

程度放送します。 

 中部地方は、命と暮らしを守る正確で迅速な報道に取り組むとともに、

日頃から防災・減災に役立つ情報提供に努めます。また、地域が誇る技

術や大自然の魅力など、中部地方の特色を積極的に発信します。土曜日
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午前１０時台の「Ｕｔａ－Ｔｕｂｅ」では、データ放送を活用し、継続

視聴を促す取り組みを行います。金曜日午後７・８時台には、引き続き

多彩なラインナップで中部の魅力を再発見する番組を放送していきます。 

 中国地方は、２６年８月に広島県で発生した土砂災害を教訓に、人々

の暮らしの安全・安心を守るため、全力で防災・減災報道、緊急報道に

努めます。また、被爆７０年の節目に、貴重な被爆証言の記録と若い世

代への継承を進めるために、さまざまなメッセージを発信していきます。

金曜日午後８時台には、中国地方の新たな魅力を発見し、生きる指針を

提示する新シリーズ「プライムＳ ブランド発見伝」を中国ブロック向

けに放送していきます。また、ラジオ第１では、土曜日午後０時台に、

山口放送局で大河ドラマ「花燃ゆ」のノベライズ作品を朗読する番組を、

中国ブロックで被爆から７０年の節目に被爆証言を次世代に伝えていく

番組を新設します。 

 九州沖縄地方は、命と暮らしを守る正確で頼りになる報道に取り組み

ます。沖縄戦、長崎の被爆から７０年の節目を迎え、地域の視点から戦

争を見つめなおし、平和について考えます。午後６時台のニュース情報

番組は、２６年度までは前半に九州沖縄ブロックの放送をし、その後で

各放送局から放送していましたが、２７年度は、前半に各放送局から情

報を伝える形に見直します。また、沖縄放送局では、日曜日午後１時台

に、沖縄戦に関するアーカイブス番組を月１回放送していきます。 

 東北地方は、東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故か

ら５年目に入り、課題解決への道筋を探るとともに、被災地の人々へ希

望を届けるキャンペーンを展開していくほか、急速に進んでいる人口減

少・農業・エネルギー・医療など東北地方共通の課題について取り組み

ます。金曜日午後７時台については、各放送局ともに年６本程度、県内

向けの番組を制作し、幅広い内容で地域の今を伝えていきます。また、

土曜日午後０時台に宮城県・岩手県・福島県向けに放送していた、「証言

記録 東日本大震災『あの日わたしは』」については、２７年度から東北

ブロックで放送していきます。 

 北海道地方は、７つの放送局が一丸となって、地域放送サービスの充

実に取り組み、正確・迅速にきめ細かい災害報道を行います。また、「Ｉ 

ＬＯＶＥ ＪＩＭＯＴＯ 北海道」キャンペーンを継続し、北海道の暮

らしを応援していきます。２６年度に午後６時台に立ち上げた「ほっと
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ニュース北海道」の充実を図り、７つの放送局のネットワークを生かし、

各地のニュースを迅速にわかりやすく伝えていきます。 

 四国地方は、南海トラフ巨大地震など、災害に備える放送設備と報道

体制を一層強化し、四国の生活・雇用・産業について、課題を明確にし

て解決策を探り、地域に活力を与える番組を放送していきます。平日午

前７時台の「おはよう日本」の地域放送枠については、２６年度までは

県域放送でしたが、２７年度から後半部分を松山放送局からのブロック

放送とします。 

 本件は、３月１０日開催の第１２３２回経営委員会に報告します。 

 

（３）放送番組審議会議事録（資料） 

編成局と国際放送局から、中央放送番組審議会、国際放送番組審議会、

全国の地方放送番組審議会（関東甲信越、近畿、中部、中国、九州沖縄、

東北、北海道、四国）の平成２７年１月開催分の議事録についての報告。 

 

注：放送番組審議会の内容は、ＮＨＫホームページの「経営情報」のな 

 かに掲載しています。 

 

 

 

以上で付議事項を終了した。 

 

 

上記のとおり確認した。 

 

 

      平成２７年 ３月１７日 

会 長  籾 井 勝 人 

 


